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かっていない.ドナ象，JjH~l 1982:年。念、ら 2ω4 苧 3 月に;~I沼会械の路




線総病Wjg1j10 tr.f.主芥療は i矧・ 100%，1I矧・ 88.9%(fl血病死 1~U) ， 
1Il!怒る 90.:~% (PrcRT m樹・94.i%}， rv賂・41.2%.腕線3'fi'2:>.1%. 
Pre RT II !{Jj鞠線惑の PreRT 後半:11)縮小本は 22% ・ WHO 分野{~\j，{z.J~]縮
小寺:は Bl・2:1.お96，B2・:n.89ら. 13・10.終iJ6.お1.B2/ま有志nこ転itJ、
したが (ρ く仏 OO~i) ， 1日 i~i有:訟ではなかった.B3の PreI口、前 i去の組
織{撃の変化は乏しかった.PreRT Hl im腕線路21例.j120現が完全切除
でき '1 :1併が務接線器合許切践を免れた.PreRT II Wl椀線艇の評発は
3t持で全て!)ig以内だうた.(考・祭]AkaOgi(l996)， Yagi(1996)のf'!'eRT
の桧3・JI幻lEr.勾数も少なく， PreRTの:tTftj 1誌をぶせなかった..(i'li:iの
Pr・eRTII間続綾艇の生存率は鋭施設よりもi渇く， PreRTはmlVJ線路
媛の長;智子役を改脅する可能性がある.IBでは PrσKτで綴ノj、i手:{幻自
の誕怒より!なく， 寵級i織i徴象の変f化ヒiにこ乏し治
別iにこ 1山i口Ij期話詰W制j持苅fJ締j脂持制1線奈斜1緩重のj術4約守li前下柏iJ蕗檎i良践助f与j捺法を考えるふ:.e.、設要:がiあ全ら}る.
